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Ｇ
の
新
た
な
登
録
方
法
に
つ
い

て
の
説
明
を
聞
い
た
あ
と
、
前

日
に
取
り
組
ん
だ
分
散
交
流
会

の
報
告
が
各
座
長
か
ら
行
わ
れ

た
。

　

そ
の
後
、
各
地
で
の
組
織
拡

大
の
取
り
組
み
報
告
が
行
わ

れ
、
近
畿
地
本
の
西
澤
宗
司
郎

さ
ん
（
貨
物
・
吹
田
機
関
区
）、

九
州
本
部
の
香
田
賢
晋
さ
ん

（
九
州
・
博
多
車
掌
区
）、
首
都

圏
地
本
の
松
吉
祐
典
さ
ん
（
貨

物
・
東
日
本
工
事
管
理
事
務

所
）、
北
海
道
本
部
の
佐
々
木

敏
則
さ
ん
（
貨
物
・
輪
西
車
両

所
）
の
順
に
、
職
場
で
の
具
体

的
な
取
り
組
み
の
報
告
が
行
わ

れ
た
。

　

続
い
て
、
会
社
別
の
職
場
実

態
報
告
が
行
わ
れ
、
首
都
圏

地
本
の
生
方
光
さ
ん
（
Ｊ
Ｅ
Ｓ

Ｓ
・
川
崎
駅
務
管
区
）、
近
畿

地
本
の
澤
井
正
磨
さ
ん
（
西
日

本
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
・
吹
田
営

業
所
）、
静
岡
地
本
の
山
田
耕

平
さ
ん
（
東
海
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク

ス
・
静
岡
総
合
鉄
道
部
）、
中

国
地
本
の
岩
山
淳
さ
ん
（
Ｊ
Ｒ

（  　 　 　 　  ）

　

集
会
は
工
藤
拓
真
本
部
青
年

部
長
の
司
会
で
進
行
さ
れ
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
佐
藤
治
中

央
執
行
副
委
員
長
が
挨
拶
し

た
の
ち
、（
一
財
）
国
労
会
館
主

つ
い
て
、
①
職

場
で
起
き
て
い

る
問
題
に
目
を

向
け
よ
う
、
②

掴
ん
だ
問
題
点

を
解
決
す
る
た

め
に
具
体
的
な

行
動
に
移
そ
う
、

③
多
く
の
仲
間

の
声
が
会
社
を

動
か
す
改
善
の

一
歩
、
④
目
に

見
え
る
動
き
を
作
り
出
し
組
織

強
化
・
拡
大
に
結
び
付
け
よ
う
、

⑤
Ｔ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｇ
登
録
推
進
の
お

手
伝
い
を
。
と
の
提
起
を
受
け

分
散
交
流
会
に
移
っ
た
。

　

分
散
交
流
会
は
「
職
場
実
態

に
基
づ
く
実
態
交
流
」
を
職
種

系
統
的
に
三
つ
の
班
に
分
け
て

取
り
組
ま
れ
た
。
第
１
分
散
交

流
会
の
座
長
を
中
村
賢
太
郎
さ

ん
（
首
都
圏
地
本
）、
第
２
分

散
交
流
会
の
座
長
を
宮
崎
和
孝

さ
ん
（
東
北
地
本
）、
第
３
分

散
交
流
会
の
座
長
を
勝
田
哲
也

さ
ん
（
中
国
地
本
）
に
お
願
い

し
、
３
時
間
に
わ
た
っ
て
討
論

を
展
開
し
て
頂
い
た
。
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組合員の購読料は
組合費の中に含む

催
の
中
央
労
働
講
座
を
聴
講
し

た
。

　

講
演
は
「
労
働
組
合
の
役
割

と
職
場
で
の
組
合
活
動
に
つ

い
て
」
と
題
し
て
、
神
奈
川
総

合
法
律
事
務
所
の
山
岡
遥
平
弁

護
士
を
講
師
に
招
い
て
開
催
し

た
。

　

講
演
で
は
、労
働
組
合
と
は
、

団
結
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
使

用
者
に
対
し
て
弱
い
立
場
に
置

か
れ
て
い
る
労
働
者
が
使
用
者

と
対
等
な
立
場
に
立
っ
て
交
渉

し
、
労
働
条
件
を
向
上
さ
せ
る

た
め
の
団
体
で
あ
り
、
憲
法
28

条
で
「
労
働
者
の
団
結
す
る
権

利
及
び
団
体
交
渉
そ
の
他
の
団

体
行
動
を
す
る
権
利
は
、
こ
れ

を
保
障
す
る
」
と
謳
わ
れ
て
お

り
、
労
働
基
本
権
と
し
て
団
結

権
・
団
体
交
渉
権
・
団
体
行
動

権
が
あ
る
こ
と
。
携
わ
っ
た
裁

判
の
事
例
を
元
に
、
団
体
交
渉

の
在
り
方
、
労
働
組
合
が
取
り

組
む
べ
き
こ
と
な
ど
が
丁
寧
に

説
明
さ
れ
、
最
後
に
、「
未
来

へ
向
か
っ
て
『
今
』
何
を
勝
ち

取
る
べ
き
か
、
と
い
う
目
標
を

し
っ
か
り
持
つ
こ
と
。
組
合
員

の
み
な
ら
ず
、
職
場
の
声
を
聴

く
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
な
組

合
活
動
の
基
本
。
そ
こ
を
真
面

目
に
や
っ
て
い
れ
ば
見
て
い
る

人
は
見
て
い
る
。
若
い
世
代
は

『
な
ぜ
』
そ
の
活
動
を
す
る
の

か
、
必
要
な
の
か
、
と
い
う
こ

と
を
気
に
す
る
。
そ
れ
に
一
応

の
回
答
を
持
っ
て
お
く
こ
と
も

大
事
に
な
っ
て
く
る
し
、
そ
の

『
な
ぜ
』
を
正
面
か
ら
受
け
止

め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
先
細

り
に
な
っ
て
し
ま
う
」
と
話
さ

れ
た
。

　

次
に
、
鈴
木
郁
夫
組
織
部
長

か
ら
組
織
拡
大
に
向
け
、
⑴
組

織
強
化
・
拡
大
の
具
体
的
運
動

の
展
開
の
成
果
と
教
訓
に
つ
い

て
、
⑵
職
場
で
の
組
合
活
動
に

　

国
労
本
部
は
６
月
７
日
～
８
日
で
神
奈
川
県
の
Ｋ
Ｋ

Ｒ
江
ノ
島
ニ
ュ
ー
向
洋
に
て
、
第
19
回
全
国
組
織
強
化
・

拡
大
経
験
交
流
集
会
を
開
催
し
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

組
織
問
題
を
今
後
の
国
労
運
動
を
担
う
若
い
世
代
を
中

心
に
議
論
し
た
。

　

本
部
組
織
部
よ
り
Ｔ
Ｕ
Ｎ
Ａ

集会参加者による団結がんばろう

第２分散交流会風景

政
府
に
よ
る
ス
パ
イ

活
動
（
諜
報
）
外
国

の
ス
パ
イ
活
動
へ
の

対
処
（
防
諜
）
の
司

令
塔
と
し
て
の
国
家

情
報
会
議
・
国
家
情

報
局
設
置
法
が
５
月
27
日
に
成

立
し
た
▼
高
市
首
相
は
「
改
革

の
第
１
歩
」
と
し
て
、「
ス
パ

イ
防
止
関
連
法
制
」
と
「
対
外

情
報
庁
の
創
設
」
を
目
指
し
て

い
る
。
軍
拡
と
一
体
で
急
速
に

進
め
ら
れ
る
動
き
は
、
侵
略
戦

争
遂
行
の
た
め
「
国
民
防
諜
」

を
推
進
し
た
戦
時
中
を
想
起
さ

せ
、「
新
し
い
戦
中
」
の
前
夜

で
は
な
い
か
▼
今
回
の
国
家
情

報
局
も
、
人
権
侵
害
の
情
報

収
集
や
政
府
に
よ
る
情
報
発
信

や
統
制
・
世
論
誘
導
の
懸
念
が

払
拭
で
き
な
い
▼
戦
前
の
情
報

統
制
は
、
意
図
的
に
新
聞
紙
上

で
ス
パ
イ
事
件
の
摘
発
と
処
罰

が
報
道
さ
れ
、
戦
局
が
悪
化
す

る
と
不
平
・
不
満
を
抑
え
る
た

め
、
漏
ら
せ
ば
敵
国
に
つ
け
込

ま
れ
る
か
ら
漏
ら
す
な
・
政
府

を
１
０
０
％
信
頼
せ
よ
と
の
流

れ
に
な
っ
て
い
た
▼
戦
後
80
年

間
、
国
家
情
報
局
や
ス
パ
イ
関

連
法
制
や
対
外
情
報
庁
を
作
ら

な
か
っ
た
の
は
、
侵
略
戦
争
の

反
省
か
ら
法
律
や
機
関
は
必
要

な
い
と
の
考
え
が
あ
る
。
今
日

の
平
和
憲
法
の
も
と
で
、
公
然

と
ス
パ
イ
活
動
を
行
う
社
会
を

望
ん
で
い
な
い
反
対
運
動
を
広

げ
る
こ
と
が
戦
前
回
帰
の
動
き

に
「
待
っ
た
」
を
か
け
る
こ
と

で
は
な
い
か
。（
佐
）

１
日
目

２
日
目

バ
ス
中
国
・
広
島
支
店
）、
静

岡
地
本
の
芹
澤
郁
弥
さ
ん
（
貨

物
・
貨
物
沼
津
駅
）
の
順
に
、

各
職
場
で
の
問
題
点
が
報
告
さ

れ
た
。

　

最
後
に
、
２
０
２
５
年
度
加

入
者
か
ら
の
決
意
表
明
が
行

わ
れ
、
九
州
本
部
の
藏
ノ
下
慎

一
郎
さ
ん
（
九
州
・
博
多
車
掌

区
）、
近
畿
地
本
の
濱
田
龍
彦

さ
ん
（
西
日
本
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク

ス
・
百
済
営
業
所
）、
北
海
道

本
部
の
藤
井
勇
聡
さ
ん（
貨
物
・

輪
西
車
両
所
）
の
順
に
、
力
強

い
決
意
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

２
日
間
に
わ
た
る
集
会
の
ま

と
め
を
鈴
木
組
織
部
長
が
行

い
、
丸
谷
豊
美
総
務
財
政
部
長

の
閉
会
挨
拶
で
全
日
程
を
終
え

た
。

本部提起を行う鈴木組織部長

決意表明する藤井さん
（北海道本部）
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戦
争
さ
せ
な
い
・
９
条
壊
す

な
！
総
が
か
り
行
動
実
行
委
員

会
と
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
全
国
市

民
ア
ク
シ
ョ
ン
の
共
催
に
よ
る
、

「
Ｎ
Ｏ 

Ｗ
Ａ
Ｒ
！
憲
法
変
え
る

な
！
６
・
19
国
会
正
門
前
大
行

動
」
が
６
月
19
日
に
国
会
正
門

前
で
開
催
さ
れ
、
２
万
６
千
人

の
労
働
者
・
市
民
が
結
集
し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
、
憲
法

共
同
セ
ン
タ
ー
の
秋
山
正
臣
共

同
代
表
が
「
金
儲
け
の
た
め
に

戦
争
が
始
ま
る
こ
と
は
歴
史
が

物
語
っ
て
お
り
、
そ
の
反
省
の

上
に
日
本
国
憲
法
が
で
き
た
。

９
条
署
名
を
広
げ
て
『
戦
争
国

家
づ
く
り
』
を
止
め
よ
う
」
と

　

昨
年
７
月
の
参
議
院
選
挙
を

前
後
し
て
、「
外
国
人
が
増
加

す
る
と
治
安
が
悪
化
す
る
」「
外

国
人
は
生
活
保
護
で
優
遇
さ
れ

て
い
る
」
と
い
っ
た
デ
マ
情
報

が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
拡
散
さ
れ
て

い
る
な
か
、
政
府
は
今
年
１
月

に
「
国
民
の
安
全
・
安
心
の
た

め
の
取
組
」
を
軸
と
し
た
「
外

国
人
の
受
入
れ
・
秩
序
あ
る
共

生
の
た
め
の
総
合
的
対
応
策
」

を
閣
議
決
定
し
、
外
国
人
へ
の

厳
格
な
対
応
や
管
理
を
強
め
て

い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
排
外
的
な
事
態

に
対
し
て
、
今
年
２
月
か
ら

フ
ォ
ー
ラ
ム
平
和
・
人
権
・
環

境
な
ど
11
団
体
が
呼
び
か
け

団
体
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
ヘ
イ

ト
に
反
対
す
る
「
ヘ
イ
ト
に
Ｎ

Ｏ
！
全
国
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を

立
ち
上
げ
、
署
名
活
動
や
全
国

各
地
で
様
々
な
取
り
組
み
を

挨
拶
し
た
。

　

政
党
か
ら
は
、
中
道
改
革
連

合
の
有
田
芳
生
衆
院
議
員
、
立

憲
民
主
党
の
小
西
洋
之
参
院
議

員
、
日
本
共
産
党
の
小
池
晃
書

記
局
長
、
社
民
党
の
福
島
瑞
穂

党
首
が
挨
拶
し「
自
民
党
・
維
新

の
会
が
狙
う
衆
議
院
議
員
の
比

例
定
数
削
減
法
案
に
全
野
党
が

反
対
で
一
致
し
て
い
る
。
議
会

制
民
主
主
義
を
守
り
、
独
裁
政

治
に
つ
き
進
む
こ
と
を
許
さ
な

い
声
を
あ
げ
よ
う
」
と
訴
え
た
。

参
院
会
派
「
沖
縄
の
風
」
か
ら

は
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

そ
の
後
、
市
民
団
体
か
ら
連

帯
の
挨
拶
が
行
わ
れ
た
。

行
っ
て
い
る
。

　

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
集
約

集
会
と
し
て
、
６
月
21
日
に

国
会
正
門
前
で
「
ヘ
イ
ト
に
Ｎ

Ｏ
！
６
・
21
国
会
前
ア
ク
シ
ョ

ン
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

日
本
政
府
は
、
永
住
資
格
の

取
得
や
帰
化
を
難
し
く
す
る

「
厳
格
化
」
や
在
留
資
格
「
経

営
・
管
理
」
の
基
準
を
資
本
金

５
０
０
万
円
か
ら
３
０
０
０
万

円
に
引
き
上
げ
る
な
ど
、
根
拠

の
な
い
施
策
を
続
け
て
い
る
。

ま
た
、
外
国
人
全
体
に
関
わ
る

在
留
資
格
の
手
続
手
数
料
を
ケ

タ
違
い
に
引
き
上
げ
よ
う
と
し

て
い
る
。
こ
れ
は
、
政
策
で
差

別
を
あ
お
る
官
製
ヘ
イ
ト
と
い

え
る
。

　

日
本
で
暮
ら
す
外
国
人
は
日

常
の
平
穏
を
脅
か
さ
れ
、
不
安

に
さ
い
な
ま
れ
て
い
る
。

　

こ
の
社
会
は
外
国
人
（
外
国

籍
労
働
者
、
外
国
籍
住
民
）
も

一
緒
に
な
っ
て
つ
く
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
多
く
の
人
び
と
が

知
っ
て
い
る
。
外
国
人
は
隣
人

で
あ
り
、
地
域
の
、
そ
し
て
職

場
の
担
い
手
で
あ
る
。

　

国
会
前
ア
ク
シ
ョ
ン
を
通
じ

て
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、

よ
り
よ
い
多
民
族
・
多
文
化
共

生
社
会
を
、
人
権
や
労
働
者
の

権
利
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
、

差
別
の
な
い
社
会
を
、
多
様
性

を
認
め
合
う
社
会
を
、
違
い
を

尊
重
し
あ
い
誰
ひ
と
り
取
り
残

さ
れ
る
こ
と
の
な
い
社
会
を
求

め
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、

引
き
続
き
運
動
を
強
化
し
て
い

こ
う
と
提
起
さ
れ
た
。

◎
北
陸
地
方
本
部
・
富
山
県
支

部　

Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
仲
間
50
代

６
月
１
日
付

　

四
大
公
害
裁
判
が
き
っ
か
け

と
な
り
、
公
害
の
発
生
源
規
制

や
公
害
患
者
の
救
済
が
広
く
お

こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
１
９
７
３
年
の
オ

イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
っ
て
経

済
成
長
の
伸
び
率
が
下
降
す
る

と
、
財
界
は
「
厳
し
い
公
害
規

制
は
企
業
活
動
を
損
ね
、
経
済

成
長
を
よ
り
阻
害
す
る
」
と

主
張
し
、『
公
害
は
終
わ
っ
た
』

と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
始
め

た
。
こ
の
動
き
は
、
政
財
界
に

よ
る
「
ま
き
返
し
」
と
呼
ば
れ
、

公
害
裁
判
や
公
害
反
対
運
動
に

と
っ
て
は
大
き
な
壁
と
な
っ

た
。

　

全
国
の
公
害
患
者
た
ち
は
、

こ
の
ま
き
返
し
に
屈
せ
ず
、
連

帯
す
る
こ
と
で
乗
り
越
え
よ
う

と
、
１
９
７
６
年
６
月
に
『
全

国
公
害
被
害
者
総
行
動
デ
ー
』

を
実
施
し
た
。
参
加
は
82
団
体

（
水
俣
病
、
イ
タ
イ
イ
タ
イ
病
、

大
気
汚
染
、
空
港
裁
判
、
基
地

公
害
、
薬
害
、
食
品
公
害
、
新

幹
線
騒
音
な
ど
）
１
２
０
０
名

に
の
ぼ
る
参
加
者
が
東
京
に
集

ま
り
、
交
流
会
や
集
会
、
省
庁

一
斉
要
請
行
動
を
行
っ
た
。

　

そ
の
後
も
毎
年
６
月
の
環
境

週
間
に
『
全
国
公
害
被
害
者
総

行
動
デ
ー
』
が
行
わ
れ
、
第
51

回
を
数
え
る
今
年
は
、
６
月
３

日
に
環
境
大
臣
と
の
交
渉
が
行

な
わ
れ
、
夜
に
は
連
帯
交
流
集

会
が
日
比
谷
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
た
。

　

集
会
で
は
、「
な
く
せ
公
害
、

守
ろ
う
地
球
環
境
」
を
合
言
葉

に
、
今
年
は
①
建
設
ア
ス
ベ
ス

ト
被
害
者
の
救
済
に
む
け
、
建

材
企
業
に
よ
る
基
金
創
設
、
②

残
さ
れ
た
全
て
の
水
俣
病
被
害

者
救
済
、
③
豪
雨
災
害
対
策
強

化
と
謝
罪
・
補
償
、
④
大
気
汚

染
公
害
の
新
た
な
る
救
済
制
度

の
実
現
、
⑤
原
発
最
大
限
活
用

政
策
の
中
止
、
⑥
オ
ス
プ
レ
イ

配
備
・
運
用
Ｎ
Ｏ
！
基
地
公
害

を
な
く
せ
、
⑦
カ
ネ
ミ
油
症
の

次
世
代
被
害
者
救
済
、
⑧
原
発

ゼ
ロ
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
推
進
で
ス
ト
ッ
プ
温
暖
化
の

実
現
を
確
認
し
た
。

ヘイトにＮＯ！ 6・21 国会前アクション

国会正門前の参加者

国会前アクションに参加した国労組合員


